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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　リボソームは、大小二つのサブユニットからなる巨大タンパク質・RNA複合体であり、そこでは遺伝情報に従ってタンパク質が合成される。この翻訳の過程で働く既知のGTPaseは全てリボソーム大サブユニットにあるGTPaseセンターで活性化される。本研究は、「リボソーム小サブユニットで活性化される」新しいタイプのGTPase (RsgA: ribosome small subunit-dependent GTPase A) という発見をもとにして、その機能の解明を通して翻訳の分子メカニズムに新しい視点の導入を目指した。

　GTPaseの活性化は小サブユニット上のAサイトに結合することが知られているアミノグリコシド系抗生物質によって阻害される。これは、RsgAのGTPase活性が翻訳の中心で働くことを示唆する。そこで、化学修飾法を用いて、GDPNP型のRsgAがリボソーム小サブユニット中のどこに結合するかを調べた。シグナル、すなわちRsgA存在下と非存在下での16S rRNAの化学修飾のされ方の違いは、mRNAの通り道に沿って、AサイトからPサイトにかけて集中して見られた。GDPNP型のRsgAを用いた場合とGDP型のRsgAを用いた場合との違いは、主にPサイトに表れた。これは、RsgAがリボソーム上でGTPを加水分解することで構造変化を起こし、Pサイトにおける相互作用に変化が生じ、その結果、RsgAはリボソームから解離することを意味する。

　一方、RsgA(GDPNP)は、リボソーム上でmRNAと共存できるが、tRNAとは競合するという結果を得た。RsgAのノックアウト株では、70Sリボソームのうちの大多数が翻訳休止状態と考えられる大小サブユニットに解離していることも考慮に入れると、RsgAは翻訳に深く関わっていることが示唆される。
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	欧文概要　ＥＺ

　リボソームとGDPNP型のRsgAの複合体を形成し、Dimethyl sulfate (DMS)およびKethoxal (KE)を用いて、16S rRNAを化学修飾した。その際に、リボソーム単独での16S rRNAの化学修飾のされ方の違いを見ることで、RsgAがリボソーム小サブユニット中のどこに結合するかを調べた。16S rRNAの化学修飾のされ方の違いは、mRNAの通り道に沿って、AサイトからPサイトにかけて集中して見られた。GDPNP型のRsgAを用いた場合とGDP型のRsgAを用いた場合との違いは、主にPサイトに表れた。これは、RsgAがリボソーム上でGTPを加水分解することで構造変化を起こし、Pサイトにおける相互作用に変化が生じ、その結果、RsgAはリボソームから解離することを意味する。

　一方、RsgA(GDPNP)は、リボソーム上でmRNAと共存できるが、tRNAとは競合するという結果を得た。RsgAのノックアウト株では、70Sリボソームのうちの大多数が翻訳休止状態と考えられる大小サブユニットに解離していることも考慮に入れると、RsgAは何らかの形で翻訳に深く関わっていることが示唆される。
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